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巻頭
特集

登場！
販促のチャンス到来

サーバ統合、セキュリティ、仮想化の新機能の商談ポイント
2008年4月15日、企業の次世代プラットフォームとして期待がかかる「Windows Server 2008」の日本語版の提供が

開始された。Windows Server 2008は、IT業界全体が待ち望んでいたサーバOSだ。「運用管理」「セキュリティ」「内部
統制」「仮想化」などの機能面でシステムが強化され、シンプルな運用管理ソリューションとして期待される。新OS導入に
は初期リスクも少なからずあるが、機が熟すのを待っていてはビジネスチャンスを逃しかねない。お客様にどのように提
案することがビジネス成功の近道となるか、そのセールスポイントを探っていく。

巻頭特集 Windows Server 2008登場！
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巻頭特集 Windows Server 2008登場！
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り、これまで運用管理ソフトウェアが担

ってきた「サービス品質の向上」と「運用

コストの低減」を実現できる機能が搭載

されている。

新OSにより
「サーバ統合」をさらに加速

企業システム全体の最適化により運

用・管理コストの低減を実現するべく、

サーバ統合を進める動きが活発にな

っている。サーバ価格が低下し、導入

しやすくなったことも影響して、企業に

は部門や部署ごとに数多くのサーバが

設置されているケースが多い。しかし、

サーバは、設置台数が増加すれば管

理工数も増加する。専任管理者が不

在の企業において、企業内のすべての

サーバを管理することはすでに難しい

状況となりつつある。

肥大し続ける運用管理コストの低減

を実現すべく注目されているソリューシ

ョンが、「サーバ統合」だ。情報を1ヵ所

に集約することで、管理性が高まり、よ

りセキュアな環境構築が可能となる。

つまり、ブレードサーバによって物理的

にサーバを統合していくことで、運用・

管理工数の低減とセキュリティの向上を

両立できるということになる。

これまでブレードサーバは、データ

センターや大規模企業を中心に利用が

進んできたのだが、中堅・中小規模企

業においても、サーバ統合のハードウ

ェアプラットフォームとして、ブレードサ

ーバが注目されている。その理由とし

て、コストや設置環境の変化がある。

ブレードサーバはエンクロージャーやスト

レージなどの導入コストが高く、システム

全体の費用を押し上げていた。また、

200V電源が必須で、電源や熱・空調と

いったオフィスインフラまで見直さなけれ

ば導入できず、自ずと導入できる企業が

大規模企業に限られてしまった。このた

め、サーバベンダがキャンペーンなどを行

い、システムの導入価格を下げたとしても、

オフィス環境がネックとなり、結果としてあ

る程度の企業規模でしか浸透してこな

かったのである。

現在の環境は大きく異なる。100V電

源で稼働するブレードサーバも登場し、

専用ラックに収めることで事務所などで

も十分設置できるような製品になった。

日本ヒューレット・パッカード（日本HP）が

提供しているブレードサーバ『H P

BladeSystem c-Class』は、第三世代ブ

レードを謳った企業システム全体を統

合・管理できるブレードサーバである。

100V電源での利用はもちろん、事務所

設置できる数少ないブレードサーバの1

つだ。ネットワークやストレージなど、企業

システム全体を統合し、一元的に管理で

きるなど、新規市場の開拓を実現してい

るブレードサーバと言えよう。

さらに日本HPは、『HP BladeSystem

c-Class』で利用できるサーバブレードの

エントリー製品『HP ProLiant BL260c

G5』を投入。導入・運用コストを低減し、

企業システムを一元管理でき、オフィス

内に設置ができるとなれば、中堅・中小

規模企業などのエントリー層も十分ター

ゲットになる。このハードウェアプラット

フォームにWindows Server 2008とい

う新サーバOSを組み合わせれば、サ

ーバ統合をさらに加速することができ

よう。

「Hyper-V」で仮想化の選択肢が増え
サーバビジネスも広がる

これまで仮想化ソリューションは、高

機能で負荷分散や動的な運用を必要

とする大規模システム向けが主流だっ

た。そのため、導入・運用コストが高く、

サーバも事実上仮想化専用機となって

いた。仮想化の導入計画も綿密に行わ

なければならず、その敷居は決して低く

なかった。

これに対しWindows Server 2008

の仮想化機能「Hyper-V」の立ち位置

はまったく異なる。サーバOSに実装され

ることで、ユーザーは仮想化について必

要以上に意識する必要はなくなり、導

入・運用が非常に容易となる。また、既

存の環境と仮想化環境の混在環境で

システム構築も可能となり、そのメリット

満を持して登場した
Windows Server 2008

Windows Server 2008は、Windows

Server 2003から数えると、5年ぶりのリ

リースとなる。Windows Server 2008

がいかに長い時間をかけて開発された

サーバOSであるかがわかる。

Windows Server 2008は、市場ニー

ズに応えた機能強化や新機能の追加

により、「運用管理」「セキュリティ」「仮想

化」など、市場のキーワードとなっている

機能をワンストップで提供するサーバOS

だ。多様なビジネスニーズに対応して

いるため、ユーザーのみならずISV（独

立系ソフトウェア企業）やSIerなどの販売

パートナーの期待感も非常に高い。'08

年4月に開催されたマイクロソフトのプラ

イベートイベント「The Microsoft

Conference 2008」では、企業の次世

代プラットフォームとなるWindows

Server 2008、Visual Studio 2008およ

びSQL Server 2008の3製品の日本語

版の発表と、業界各社の対応製品やソ

リューションが正式発表された。

新OSの主要機能の概要と
拡充されるソリューション

Windows Server 2008は、ビジネス

ワークロードに対応できる基盤強化であ

る「運用管理面」と、「Web」「セキュリティ」

「仮想化」の機能強化がされている。す

でにさまざまなメディアで流布されている

が、簡単に確認しておきたい。（表1）

まずビジネスワークの基盤を強化す

る「運用管理面」は、「Server Manager

（サーバマネージャ）」は、サーバの役割

や機能のインストール、構成および管理

プロセスを一元管理できる。サーバの

セットアップや構成作業が迅速に行える

ようになり、統合された管理コンソール

によって管理もシンプルになった。

また、130を超えるツールと統合され

たスクリプト言語を備えるコマンドライン

ツール「Windows PowerShell（パワー

シェル）」は、定期的に行っているシステ

ム管理タスクの自動化を可能にした。

「セキュリティ」面では、「ネットワークア

クセス保護（NAP）」が注目されよう。

NAPは、Windowsのサーバ／クライア

ント環境において、標準機能で検疫ネ

ットワークを実現する。また、Active

Directryサービスが強化され、円滑な

ID管理により情報漏えいや「内部統制」

の整備に寄与する。

そして最も注視されている、サーバ統

合を実現する仮想化ソフトウェア

「Hyper-V」（2008年8月出荷提供予定）

が搭載される。仮想化により各サーバ

のリソース使用率を高めることができる。

システムを可視化し品質向上と
運用コスト低減を実現する

これまで、大規模企業や中堅企業な

ど大きなIT投資ができる企業は、運用

管理を容易にするために「運用管理ソ

フトウェア」を導入する例が多かった。

「運用管理ソフトウェア」は、IT管理部門

の課題でもある「サービス品質の向上」

と「運用コストの低減」という課題を解決

するソリューションとして、導入メリットは

高い。しかし導入コストがかかるため、

導入できる企業は限られていた。

今日、中堅・中小規模企業でも、ミッ

ションクリティカルな運用例が多く、トラ

ブルが発生してシステムが停止する事

態になれば、「企業活動」が遅滞、停止

し大きな損失を被ることになる。例え

ば流通業の場合、帳票システムが稼働

しなくなるだけでビジネスがストップし

てしまう。ITの重要性は増しているが、

機器やシステムごとの状況把握では管

理者負担が大きく、障害発生時に迅速

に対処することは難しい。社内システ

ム全般を「可視化」して運用管理するこ

とが求められているのだ。

Windows Server 2008では、バラバ

ラだったシステム構成や管理プロセスを

まとめ、相互の運用管理性を高めてお

仮想化（統合）Web セキュリティ

さまざまなビジネス ワークロードに対応できる強力な基盤

管理性 堅牢性

Internet Information Services 7.0

.NET Framework

Windows メディアサービス

サーバマネージャ

Windows PowerShell

消費電力を効率化する電源管理

Server Core

次世代ネットワーク プロトコル スタック

フェールオーバー クラスタリング

ダイナミック パーティショニング

Microsoft Hyper-V

ターミナルサービス
RemoteApp

ターミナルサービス
ゲートウェイ

ネットワーク アクセス保護（NAP）

読み取り専用
ドメインコントローラ

Bit Locker / 暗号化技術の強化

Active Directory Rights
Management サービス

Windows Server 2008　主要機能の概要■表 1

■表2 Windows Server 2008の各エディションの概要

用途 エディション名

Windows Server 2008 Standard

Windows Server 2008 Enterprise

Windows Server 2008 Datacenter

小規模から比較的中規模システム向け
エディション

中規模システム向けエディション

基幹系アプリケーション展開のためのミッショ
ンクリティカル、大規模な仮想化環境構築向け
エディション

Windows Web Server 2008

Windows Server 2008 for 
Itanium-based Systems

 Web Server専用のエディション

大規模データベース、業務アプリケーション、
独自アプリケーション向けエディション

概要

汎用

特定用途

より詳細なエディション別機能についてマイクロソフトの以下のサイト参照
（http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/editions/features.mspx） 
サーバ仮想化用Hyper-Vは、2008 年8月中に出荷開始予定。  
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どでリモートでアプリケーションの導入を

加速させる起爆剤となるだろう。

NAP機能による検疫で
Vistaクライアントの導入提案

さらにセキュリティでは、ビジネス基盤

強化にも寄与する「ネットワークアクセス

保護（NAP）」がポイントと言えるだろう。

NAPは、設定したセキュリティポリシー

の要件を満たさないクライアントをLAN

から遮断し、セキュリティ修正パッチの適

用や設定変更・更新を行ったのちアクセ

スを許可する検疫ネットワークだ。

検疫ネットワークは、さまざまなベンダ

ーから多くの方式で提供されているが、

標準化が進んでいない。また、導入す

るためにネットワークの見直しや社内シ

ステムの構成変更などを必要とする場

合もあり、余分な投資コストがかかる場

合もある。NAPは、それらの課題を解

決する。ただし、クライアント側がサー

バOSの指示を受けて検疫を実施でき

るのは､Windows VistaおよびXP SP3

にしか標準搭載されていない。「NAP」

とVista／XP SP3だけで構築できるの

で、ネットワーク管理者にとって最小の運

用管理により優れたセキュリティを実現

できる。検疫の導入を容易にし、企業

のセキュリティレベルを容易に向上させ

るのがNAPといえよう。

変化するビジネスニーズに対応できる

柔軟性も備えている。ASP .NET、

Windows Communication Foundation

などの機能を統合したIIS（インターネット

インフォメーション サービス）7.0と、.NET

Framework 3.0によって、ユーザー同士

やユーザーとデータを結びつけ、情報を

視覚化、共有するアプリケーションを構

築するための枠組みが用意されている

のである。

既存アプリとの互換性、サポート体制
ともに早期拡充・支援充実

ただ、不安もある。「Windows Server

2008は大丈夫なのか」と漠然と不安視

する販売パートナーやユーザーもいるの

ではないだろうか。機能面で優れてい

ても、既存アプリケーションとの間に不

安があれば、導入に慎重にならざるを

得ない。導入企業や販売パートナーに

とって、安定性、既存アプリケーションと

の互換性は最も気になるところだ。サポ

ート体制の構築も気になる。

既存アプリケーションとの互換性とい

う部分においては、旧サーバOSである、

Windows Server 2003に軍配が上が

る。これは、成熟したサーバOSのため、

ある意味当然といえる。だからといって、

これから新規に構築するシステムも

Windows Server 2003で構築すれば

いいかとなるとそう簡単な話ではない。

確かに「現時点において」は2003 OSの

ほうが有利ではあるものの、アプリケー

ションの対応などが進めば問題になる

ことはなく、時間が解決してくれる。

アプリケーション側のWindows Server

2008への対応は、早期の段階で完了す

ると予想される。これは、マイクロソフト

の支援体制が強化されているためだ。

例えば大塚商会のグループ会社OSK

が販売する情報系ソフトウェア『eValue

シリーズ』や、基幹系ソフトウェア

『SMILEシリーズ』はWindows Server

2008対応を完了している。そのほかの

製品も随時対応をしていく予定であり、

は非常に大きい。実際、仮想化が進ん

でも、物理サーバ環境と仮想サーバ環

境は混在利用されるだろう。そのような

混在環境の両方を構築・サポートできる

「Hyper-V」は仮想化機能の選択肢の

ひとつとして優位性は高い。

あるハードウェアベンダの担当者は

「まだβ版だが、既存の仮想化ソフトウ

ェアと比べても遜色ない使い勝手で、パ

フォーマンスや動作にも問題がない。

Windows Server OSに実装され、マイ

クロソフトという世界の中でシンプルに

使えるメリットは大きい」と語っている。

また、Windows Server 2008を「最

もOSらしいOSと思います。特にハード

ウェア資源を最適化するHyper-V機能

に注目しています」と語るのは、日本ア

イ･ビー･エム株式会社 理事モジュラ

ー･システム事業部 事業部長 諸富 健

二氏だ。「これまで複数で稼動させて

いたサーバを、仮想化することによりサ

ーバのリソースを効率化できます。仮想

化を検討されるユーザーにとって何より

Windows環境で仮想化できるので、障

害の切り分けも判りやすく、仮想化機能

の選択肢が広がるでしょう」とHyper-V

機能のメリットを語る。IBMでは、こうし

た仮想化機能の動作に最適な製品とし

て『IBM System x3850 M2』を挙げて

いる。その最大の特長は、より多くのプ

ロセッサとメモリを搭載できること。1筐

体あたり4物理プロセッサ（16コア）と

256GB（32ソケット）のメモリ、eX4

ScaleXpanderオプションキットによるマ

ルチノード接続では16物理プロセッサ

（64コア）と1TB（128ソケット）のメモリが

利用可能だ。

現在、仮想化技術では、VMwareが

一歩先んじているが、「Hyper-V」によ

り仮想化の導入検討が広がることは間

違いない。

ミドルウェアとの組み合わせで
より信頼性の高いシステムを構築

Windows Server 2008のテクノロジ

は、仮想化だけではない。サーバの可

用性向上、冗長化を高め、サーバとクラ

イアントとのネットワークアクセスを保護し

セキュアな運用管理も可能にしてくれる。

仮想サーバを構築していくと、1台の

物理サーバに複数台の仮想サーバを運

用することになる。このような環境は、物

理サーバの障害というインパクトがこれま

で以上に広範囲にわたることを意味して

いる。そのため仮想サーバ環境におい

ても、クラスタリングはこれまで以上に注

目されている。Windows Server 2008で

は、クラスタ構 成を容 易にする

「Microsoft Failover Cluster（フェイル

オーバー クラスタ）」が搭載されており、

可用性を向上させている。これによりセ

ットアップ作業や移行作業といった運用

管理の作業も容易になる。ベンダー各社

は、ハードウェアで可用性を向上させて

いる無停止型サーバや、クラスタリングソ

リューションといったミドルウェアを組み合

わせて利用することで、より信頼性の高

いシステム構築ができるといった訴求も

はじめている。

また、「ターミナルサービス（TS）」が、

「TS RemoteApp」「TSゲートウェイ」

「TS Webアクセス」により強化された。

新しく追加された「TS RemoteApp」機

能は、VPNなどリモートアクセスソリュー

ションを用意しなくても、サーバ上のアプ

リケーションへアクセスでき、クライアント

と一体となって実行できる。一方、管理

者側はクライアントからアクセス可能なア

プリケーションを集中管理できる。「ター

ミナルサービス」によってネットワークをさ

らに活用し、より効率的な業務システム

を構築できるようになる。

基幹系ソフトウェアを提供しているベ

ンダーは、特にこの「ターミナルサービス」

機能に注目する。これまでクライアントで

アプリケーションを利用していたユーザ

ーもネットワークを活用した利用が増え

るとベンダーは期待している。「ターミナ

ルサービス」は、中堅・中小規模企業な

■表3 Windows Server 2008対応の主なアプリケーション

アドバンスソフトウェア株式会社
 ExcelCreator for.NET 対応済

 VB-Report for.NET 対応済

株式会社OSK
 SMILEシリーズ 対応済

 Advance-Flow/Visual Finder/EasyPortal 対応済

キヤノンソフト情報システム株式会社 TCPLink Enterprise Server 対応済

サイボウズ株式会社
 サイボウズ ガルーン 2.5 6月末まで

 サイボウズ Office 7 6月末まで

 Symantec Backup Exec for Windows Server 対応済

株式会社シマンテック Symantec Backup Exec System Recovery 対応済

 Symantec Endpoint Protection 5月末

日本電気株式会社
 CLUSTERPRO X 2.0 対応済

 SigmaSystemCenter 2.0 対応済

日本CA株式会社 CA ARCserve Backup 6月末まで

株式会社日立製作所 統合システム運用管理JP1 6月末まで

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 静紋 9月末まで

富士通株式会社
 Interstage 6月末まで

 Systemwalker 6月末まで

バックボーン･ソフトウェア株式会社 NetVault Backup 6月末まで

弥生株式会社
 弥生会計08/弥生販売08/弥生人事給与08 6月末まで

 各ネットワーク

ベンダー ソフトウェア名 対応予定

※この他の対応予定アプリケーションについて、下記マイクロソフトサイトで掲載している。  
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/isv/app.mspx

『HP ProLiant BL260c G5』
幅広いプロセッサの選択肢を揃え
「HP BladeSystem c-Class」ならでは
の管理性を維持しながら、中堅・中
小規模企業や大量にサーバ導入する
企業にも導入しやすい。

『IBM System x3850 M2』
第4世代のEnterprise X-Architectureチップ・
セット搭載。4ソケット、4Uラック・エンタープ
ライズ・サーバーとしてサーバ統合に最適なソ
リューション。

アプリケーション アプリケーション アプリケーション

OS OS OS

仮想 H/W 仮想 H/W

Hyper-V

ハードウェア

仮想H/W

直接ハードウェア上で動作

■「Hyper-V」の仮想化
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巻頭特集 Windows Server 2008登場！

OSKのみならず、ほかのISVも同様の

対応となっているようだ。（表3参照）

マイクロソフトは早い段階から「タッチ

ダウンプログラム」を展開し、ソフトウェア

ベンダに各種アプリケーションの

Windows Server 2008への早期対応

を促してきた。

タッチダウンプログラム参加者は、製

品評価をはじめ、技術情報の提供、トレ

ーニングやセミナー、ラボなどさまざまな

サポートを受けることができる。'08年4

月時点でのタッチダウンプログラム登録

製品数は276製品にのぼり、移行を開

始・完了した製品が178製品、対応表明

予定の製品が149製品となっている。

実際、ハード、ソフト両ベンダの多くが

Windows Server 2008に対するノウハ

ウを蓄積している。ハードウェア設計者、

ソフトウェア開発者、SIer、サポートエン

ジニアなどのトレーニングを重ね、

Windows Server 2008の発売時には

1,000人程度のエンジニアの育成を終了

しているベンダーもある。また、全国規

模で保守網を整備したベンダーも少な

くない。

当初の不安は、徐 に々払拭されてい

るといってもよい。多くの課題は、解決

済みまたは、近い将来解決される見通

しが立っている。

セールスチャンスとなる
ソリューションビジネスのポイント

Windows Server 2008の登場は、セ

キュリティや内部統制、仮想化のソリュー

ションについて、ユーザーへの提案がこ

れまで以上に進めやすくなるはずだ。

前述のサーバOS単体の機能だけでも

十分訴求できるが、Windows Server

2008は、Windows Vistaと組み合わせ

て利用することで機能効果を高める。

前述のNAPによる検疫ネットワークは

Vista／XP SP3クライアントでなければ

構築できない。新たな機能の利用を提

案することで、クライアントPCを含むビ

ジネスチャンスも広がる。

まずは、現在も稼働しているWindows

NTやWindows 2000 Serverといった既

に延長サポート切れシステムのユーザー

層だ。今後、Windows Server 2008、

Windows Vistaの新OSへ移行を促す

ポイントは、今年から来年にかけて、2000

年問題時に入れ替えた機器の、2回目に

あたるリース期限切れの時期性だ。シス

テム運用や機器更新の情報を逃さなけ

れば､大きなリプレイス需要が期待でき

る。Windows Server 2003やWindows

XPなど安定運用しているユーザー層とと

もに、市場ニーズ・機能・時期のすべてが

Windows Server 2008の需要喚起に

重なっている。

Windows Server 2008は、市場ニー

ズを取り込んで製品化されたまったく

新しいプラットフォームと言えよう。それ

だけに、販売パートナーにとっては提

案力が試されることになる。サーバ統

合をしたいと考えているユーザーに対

しては、ブレードサーバといったハード

ウェアプラットフォームとの組み合わせ

で提案することも可能であり、信頼性・

セキュリティといった価値を付加するこ

とも容易だ。

既存システムのマイグレーションを検

討しているお客様であれば、仮想化機

能と組み合わせて、既存環境を活かし、

運用・管理コストを抑えるといった提案

が可能だろう。

セキュリティの切り口では、NAPやシ

ステムの一元管理といったキーワードか

ら提案することもできる。導入後も、新

しいビジネスを提案しやすく、顧客企業

との長期的な関係作りにも寄与する。

新たなサーバ OS環境、Windows

Server 2008は、ハードウェアとともに新し

いビジネスを生み出すきっかけにするこ

とができるはずだ。こうしたWindows

Server 2008のソリューションビジネスに

関してご提案を検討中の販売パートナー

様は、大塚商会BP事業部に一度ご相

談いただきたい。

Windows Server 2008
セールスタイミング

提案ポイント

1. 延長サポート切れシステムのリプレイス需要

2. 機器リース期限更新時期のユーザー層

1. 仮想化とブレードサーバとの複合提案で
 レガシーマイグレーションを提案

2. Vista OSとセットでNAP機能のセキュリティ
 効果向上・一元管理の提案
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■ 19～22型が主流
ワイド化を望むユーザー

ここ数年、液晶ディスプレイ

の技術は大きく進化し、各ベ

ンダーから次 と々新製品がリリ

ースされている。従来のCRT

（ブラウン管）ディスプレイに比

べてコンパクトで設置場所を選

ばず、低価格化が進んだこと

で、近年着実にシェアを伸ばし

ている。

液晶ディスプレイを「サイズ

帯別販売台数シェア推移」か

ら見てみよう（左ページ表1）。

現在主流になっているのは19

型～22型サイズだ。2008年3

月では、19型～22型のサイズ

が、液晶ディスプレイの販売台

数の半分弱を占めている。さらに見逃

せないのが、22型～24型サイズの伸長

だ。2007年1月には3％程度だったシェ

アが、2008年1月には約23％余りまで

伸び、確実に右肩上がりとなっている。

個別のサイズの動向に注目すると、

2007年1月時点でそれまで40％以上の

シェアがあった17型～19型サイズが毎

月シェアを落とし、2008年に入ってから

は20％を切り、22型～24型サイズに逆

転された。1年の間にシェアは半分以

下にまでなっている。現在最も人気が

あるのは19型～22型サイズだ。昨年後

半に比べるとシェアを減らしているもの

の、依然半分近くのシェアを占める。そ

の減少分を22型～24型が伸ばしてい

る傾向にある。

このように「サイズ帯別」データから、

今後は19型以上がボリュームサイズに

なり、さらに大型の22型～24型サイズが

増える傾向を読み取ることができる。

画面サイズの大型化を望むユーザーが

増えてきていることを示すデータといえ

るだろう。

■

液晶ディスプレイの形状では、従来の

四角いスクエア型からワイド型に移行し

つつある。「LCD（液晶ディスプレイ）ス

ペック比率」によれば、ワイドタイプの比

率は2007年1月時点で25.5%だったもの

が、2008年3月には73.2％に上昇。1年

あまりで50ポイントに迫る伸びを見せ

た。昨年1年間で、ワイドタイプのシェア

が急激に伸びていることが顕著だ。

ワイドタイプが拡大している要因とし

ては、ビジネスにおいてワイド型を選ぶ

メリットは高いからだ。昨年から登場し

た Windows Vistaのガジェット表示に

も適しているし、複数のアプリケーショ

ンを同時に開いても、ワイド型であれば

データを参照しながら資料作成が効率

的に行え、よりスムーズに業務処理が

行える。

また、ブロードバンドの普及や、PC

がDVDドライブを標準搭載したこと

などが挙げられる。DVDドライブを

利用して視聴する動画コンテンツの多

くはワイド映像のため、高精細な動画

コンテンツをより楽しむために、ワイド

型を選択するユーザーが増えている

のだ。

■ 機能の多様化によって
ユーザーの選択肢が広がる

日々移り変わる最新技術の動向にも

注目したい。まずは「大型・ワイド化」に

よって、液晶ディスプレイの高解像度化

が進んでいる。最近では、1,920×

1,200ドット（WUXGA）や2,048×1,536

（QXGA）といった高繊細な解像度も普

及し始めている。広い作業領域が生

かせるため、複数のウィンドウを並べて

表示したり、高画質の画像データを編

集・閲覧する際に活用できる。ワイド放

送に対応したDVDを再生すれば、臨

場感溢れる映像が鑑賞できる。

また、通常の液晶ディスプレイの端子

であれば通常「アナログRGB」（D-Sub

15ピン）といわれる端子が備わってい
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選択肢が広がる

液晶ディスプレイ
その選択と活用ポイント

第 2 特集

近年の低価格化によって手軽に購入できるようになった液晶ディスプレイ。従来のスクエア（四角）型から
替わってワイド型に人気が集まり、サイズも17～19型が主流だった画面サイズは19～22型へと推移し
はじめている。今回の特集では、液晶ディスプレイの販売・最新技術動向を分析。「ワイド化・大画面化」
する液晶ディスプレイからスクエア型液晶ディスプレイまで、ビジネスの効率を向上させるオフィスでの活
用方法を紹介しながら、最新の液晶ディスプレイのセールスヒントや提案方法を掴んでいただきたい。
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る。「アナログRGB」があれ

ば、一般的なパソコンの映

像出力端子と直接接続で

きるため、初心者はこれを

目安にしたい。

最新の液晶ディスプレイの

動向を見ると、デジタル放送

などで使われる著作権保護

技術HDCP（High-band-

width Digital Content

Protection）に対応したデジ

タル入力端子（DVI-D）を搭

載しているものがある。著

作権保護されたコンテンツ

やBlu-ray Discなどのハイ

ビジョン映像を観たいとい

うユーザーには必須となる。

現在、「低価格モデルを

選ぶなら、アナログRGBのみを搭載し

たモデル」、「高画質な映像を望むなら、

高解像度かつ高機能なモデル」という

ようにユーザーの選択肢の幅が広がっ

ている。液晶ディスプレイの低価格化

や多機能化によって、ユーザニーズに

合わせた製品選択が可能な時代にな

ったのだ。

■ ワイド画面を有効活用して
作業を効率化

「ワイド化」が進む液晶ディスプレイ。

その特徴は、何と言っても表示する画

面が広いため、作業スペースが大幅に

確保できる点にある。特に、今後

Windows Vistaの導入や検討がこれ

から行われる企業に対して、販売店と

してはOSとともにワイド型ディスプレイ

を複合提案したい。

画面の端にあるサイドバー上でカレン

ダーやRSSリーダー、ToDoなどのガジ

ェットが常に確認できれば、ビジネスで

も大きな武器になる。ワイド画面で表示

することで、アプリケーションやブラウザ

といったウィンドウを開いても重ならず、

常に画面表示に余裕ができるため、業

務効率が向上する。RSSリーダーでリア

ルタイムに情報を入手したい人や、

ToDoで業務の優先順位を管理してい

る人には必須のディスプレイになる。

さらに「自動的に表示画面を拡大す

る」という、ワイド型の利点を生かした

モデルもある。これは、「FULL」

「ASPECT」「OFF」などモードボタンを

選ぶだけで、ワイドフォーマット映像を自

動的にフルスクリーンに切り替える機能

だ。操作が簡単なため、液晶ディスプ

レイを使ったプレゼンテーションにも利

用できる。

最近では、通常は横長のディスプレ

イだが、90度回転させて縦長スタイル

で使うことができるデイスプレイも普及

し、ワイド液晶を縦長で利用するユーザ

ーも増えている。ディスプレイ部分を回

転させることによって、本体内蔵のセン

サーが回転を自動検出し、自動的に表

示内容を縦型に調整できる（下絵）。

縦長にする利点は、まずブラウジング

が楽になることだ。Webサイトが縦い

っぱいに表示されるので、スクロール

する手間が最小となる。サイト全体の内

容をひと目で把握し、情報収集が直感

的に行えるだろう。Webコンテンツ作

成者やサイト運営を行うユーザーにと

っても、作業効率上メリットは大きい。

サイトのプレビューによって全体のイメ

ージがわかるので、作業の効率化が図

れるだろう。それ以外にも、Excelで表

計算をする事務作業やメールのチェッ

クといった普段の業務にも活躍する。

必要な場合は、本体を90度回転させ

て横長に戻せるので、用途に応じて使

い分けも可能だ。

■ スクエア型の液晶ディスプレイを
マルチディスプレイに

もちろん、従来のスクエア（四角）型の

液晶ディスプレイもまだまだ活用でき

る。そこで、「すでにワイド液晶ディスプ

レイに買い換えてスクエア型が眠って

いる」というユーザーには、USB2.0対

応のマルチディスプレイアダプタを紹介

しよう。これは、メインディスプレイの

USB2.0ポートと、サブディスプレイの

DVI端子に接続することにより、マルチ

ディスプレイ環境を簡単に構築できる

製品だ。

マルチディスプレイとは、2台のディス

プレイを、連続した1台のディスプレイの

ように利用するという機能。メインディ

スプレイとサブディスプレイで別々のア

プリケーションを表示して、マルチディス

プレイにするメリットは大きい。例えば

「メールチェックしながらExcelで表計

算」「サブ画面でWebブラウザから情

報収集しながら、メイン画面でプレゼ

ンテーションソフトで資料作成」といっ

た使い方をすれば、画面を切り換える

必要がない。また、表計算ソフトの表

示エリアを拡大したり、画像処理ソフト

のツールパレットをサブディスプレイに

まとめて表示することも可能だ。眠って

いた液晶ディスプレイも、ビジネスの効

率化に貢献してくれるだろう。

このほか、最新の液晶ディスプレイで

は「タッチパネル」対応の製品も登場し

ている。設置場所や用途が多岐にわ

たる「タッチパネル」対応モデルでは、

多くのメーカーが15・17・19型など、本

体サイズのラインナップを豊富に揃えて

いる。チリや水滴に強く、手袋をはめた

ままでも入力が可能なため、玄関口や

店頭、モデルルーム、ショールームなど

で液晶ディスプレイを利用する場合に

提案していただきたい。

■

最後に、液晶ディスプレイを利用する

際に忘れてならないのがフィルタだ。

日々の業務によって目に疲れを感じる

というユーザーも多いだろう。目の疲れ

は、結果的に首・肩に負担をかけ、頭

痛の原因にもなる。液晶ディスプレイが

高繊細化、ワイド化することにより、知ら

ない間に目を酷使しているのが実情

だ。液晶ディスプレイ用フィルタでは、

明るすぎる光（可視光線）を軽減させ、

紫外線を大幅にカットしてくれる。外光

反射や画面のチラツキもカットするの

で、画面も見やすい。ディスプレイの販

売時に、セットで提案されてみてはいか

がだろうか。

■マルチディスプレイの接続例と活用例
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成

WEB PAGE

広
い
作
業
画
面
を

確
保

ツ
ー
ル
パ
レ
ッ
ト

専
用
画
面
に

企画書作成もサクサクこなせる

DTP作業も効率UP!

DTP

USB接続
サブモニタメインモニタ

DVI接続

■縦長ディスプレイ

横長ディスプレイを90度回転させて縦長スタイルで使うことができる。メーカーによっ
て「ピボット機能」「ポートレート表示」などと呼称している。ソフトウェアで表示したり
ハードウェア制御などさまざま。

3

17型

20型

9

16（ワイド型）

4（スクエア型）

1インチ＝2.51cm

ワイド型分

■液晶ディスプレイのサイズ比較

25型

ディスプレイの縦と横のピクセル数の比率。地上波放送のア
スペクト比は4:3で、ハイビジョン放送は16:9と横に長い映像
になる。

画面に表示できる画素数のこと。数値が大きいほど、画面に
表示できる情報量が多くなる。

白輝度を黒輝度で割った値。コントラスト比が高いと、深みの
ある黒が表現できる。

液晶画面上の色が変わる速度。数値が小さいほど残像が出に
くいため、動画やゲームなどに向いている。

画面の正面から視点を移動したときに見える範囲。現在は上
下左右とも視野角150～170度の製品が主流。視野角が広い
と、斜めからも見やすい。

■ディスプレイ製品スペック解説

・アスペクト比：

・解像度：

・コントラスト比：

・応答速度：

・視野角：
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GH-JEF223SHB／HWワ
イ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

● グリーンハウス

WSXGA+の高解像度なワイド画面

WSXGA+(1,680×1,050)の高
解像度表示に対応しているの
で、広い作業領域、高画質な
再現性を確保できる。たとえば
複数のウィンドウを並べて表示
したり、表計算ソフトをスクロ
ールすることなく幅広く表示す
る。またワイド解像度のDVDを
楽しむ、高画質の画像データの
編集／閲覧が可能など、高画
質な閲覧環境を提供する。コ
ントラスト拡張機能をon時には
3000:1への画像切り替えと、
アスペクト比16：10と4：3の切
り替えが可能。

Apple Cinema HD Displayワ
イ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

● アップル

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

22型ワイドTFT液晶

1,680×1,050

上下160°／左右170°

1000:1(DCR機能on時
3000:1)

300cd/㎡

2ms

アナログRGB端子／
HDMI 1.1端子

55W

5.6kg

オープン価格

SPEC

定価

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

20型ワイドTFT液晶

1,680×1,050

上下160°／左右170°

1000：1（8000：1）

300cd/㎡

5ms

アナログRGB、
ミニD-SUB15ピン

44W

5.1kg

オープン価格

SPEC

定価

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

23型ワイドアクティブ
マトリクス方式TFT液晶

1,920×1,200

上下178°／左右178°

700：1

400cd/㎡

14ms

DVIディスプレイコネクタ、USB2.0
ポート×2、FireWire400ポート×2

90W（最大値）

約7kg

11万4,800円

SPEC

定価

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

20.1型TFT液晶

1,600×1,200

上下178°／左右178°

700：1

270cd/㎡

16ms

15ピンミニD-sub（3列）×１、
24ピン DVI-D×1 

54W（最大）

約8.2kg

オープン価格

SPEC

定価

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

25.5型ワイド

1,920×1,200

上下178°／左右178°

750：1

480cd/㎡
15ms

DVI-I(HDCP対応)、
DVI-D(HDCP対応)、
ミニD-SUB15ピン

135W（標準）

約11.5kg

オープン価格

SPEC

定価

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

25.5型ワイド

1,920×1,200

上下178°／左右178°

800：1

400cd/㎡

16ms

DVI-D（HDCP対応）
DVI-I（HDCP対応）
ミニD-SUB15ピン

111W

13.1kg

23万9,400円

SPEC

定価

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

20型アクティブ
マトリックスTFT液晶

1,600×1,200

上下178°／左右178°

800：1

300cd/㎡
8ms

デュアルDVI-I 
（VGAアナログ、デジタル入力）

75W

9.2Kg

オープン価格

SPEC

定価

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

20.1型ワイドTFTグレアパネル

1,680×1,050

上下160°／左右160°

1000：1

300cd/㎡
5ms

アナログRGB(D-Sub15ピン)、
デジタルRGB
（DVI-D24ピン：HDCP対応）

最大55W、
34W（ECOモード時）

約5.4kg

20.1型ワイドTFTグレアパネル

1,680×1,050

上下160°／左右160°

1000：1

300cd/㎡
5ms

アナログRGB(D-Sub15ピン)、
デジタルRGB
（DVI-D24ピン：HDCP対応）

最大55W、
34W（ECOモード時）

約5.4kg

オープン価格

SPEC

定価

高解像度の画像・動画に適したモデル 省スペース設計でシンプルかつ低価格なワイド液晶

「Apple Cinema HD Display」
は、アルミニウム製の筐体に23
インチ（対角表示領域）のアク
ティブマトリクス液晶ディスプレ
イを搭載。解像度は1,920×
1,200ピクセルで、高解像度の
画像や動画の表示に適してい
る。ワイドフォーマット設計を採
用し、2ページ分の等倍テキス
トやグラフィックスを一度に表
示。スクロールやウインドウを
切り替える手間が省ける。DVI
コネクタ対応で、Windows PC
との接続も可能だ。

Diamondcrysta RDT261/WHワ
イ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

● 三菱ディスプレイ

業界初の25.5型WUXGA対応液晶パネルを採用

「RDT261/WH」は業界初の
25.5型H-IPS方式WUXGA対
応ワイド液晶パネルを搭載。コ
ントラスト比750：1、中間階調
間応答速度7.5ms、広色度域
NTSC比約92％といった特徴
によって、AdobeRGBの映像デ
ータが持つ本来の色をほぼ再
現できる。角度や高さが自由
に変えられるダブルヒンジスタ
ンドを採用し、作業内容に応じ
て調整可能だ。HDCPに対応
した「DVI-I」「DVI-D」端子を備
え、デジタル・アナログとの3
系統入力に対応している。

MultiSync LCD2690WUXiワ
イ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

● NECディスプレイソリューションズ

sRGBを超える広い色度領域でプロの使用に応える

「MultiSync LCD2690WUXi」
は、プロフェッショナルに愛用され
てきたCRTタイプのディスプレイ
を凌ぐ広い色度領域を持ち、
Adobe RGBデータの本来の色
を正確に再現しクリエイターの厳
しい目に応える。さらに遮光フード
の使用により映りこみを防止し、
より見やすくできる。明暗により輝
度を自動調整する「オートデミング
機能」、「色ムラ補正機能」などに
よりプロの使用に十分耐える。
上位機種の「LCD3090WQXi」
は、29.8型のワイド画面、より広
い色度領域を実現している。

SyncMaster 2043NWワ
イ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

●日本サムスン

「SyncMaster 2043NW」は、省
スペースでのマルチモニタ環
境を実現する。最大1,680×
1,050ドットWSXGA＋対応の
16：10ワイド液晶パネルを搭載
している。複数ウインドウによ
るドキュメント表示から、高解像
度でのグラフィック表示まで、
あらゆるビジネスシーンの映像
ニーズに対応している。入力信
号はアナログRGBのみで、ビ
ジネスニーズに機能を絞り込
んだシンプルさを追求。価格は
オープンだが、同モデルに比べ
お買い得な価格だ。

LL-203G-Wス
ク
エ
ア
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

●シャープ

高繊細・高画質でCAD用途に最適

20.1型UXGA液晶を搭載した
「LL-203G-W」。16msの高速
応答で画面のちらつきを抑える
ため、設計やデザインなどCAD
用途に適している。15ピンミニ
D-Sub端子とDVI-D端子の2系
統を備え、2台のコンピュータ
でモニタの共有が可能だ。消
費電力を低減する「オフィスモ
ード」、自動的に電源を切る「オ
フタイマー」など、省エネ機能
も充実。スライド機構を採用し、
姿勢に合わせて上下約60ミリ
の範囲で画面が調整できる。

HP LP2065 TFTス
ク
エ
ア
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

●日本ヒューレット･パッカード

水平178°垂直178°のワークステーションモニタ

「HP LP2065 TFT」は20インチ
TFT液晶パネルモニタを搭載
し、高解像度1,600×1,200と
応答速度8msの性能を備えた
ワークステーションモニタ。視
野角は水平178°／垂直178°と
広いため、1つの画面を複数人
で確認する場合に便利だ。本
体はカーボン／シルバーカラー
の新キャビネットデザインで、
17mmの細ベゼルを採用した。
チルト／スイベルによって、用
途に合わせてモニタ角度が調
整できる。

FTD-W2025HSR/BKワ
イ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

●バッファロー

HDCPに対応したワイド20.1型液晶

「FTD-W2025HSR/BK」は、デ
ジタル映像の著作権保護シス
テム「HDCP」対応のDVI-D端
子を搭載し、Blu-ray Discなど
映像コンテンツの視聴が可能
だ。WSXGA+（1,680×1,050
ピクセル）の高解像度で、複数
のアプリケーションを並べても
作業領域が広く活用できる。
応答速度は5msで、ゲームなど
動きのある映像もなめらかに映
し出す。表示色数は、映像を
鮮やかに表示する擬似フルカ
ラー1677万色。

表記価格は税込
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ワ
イ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

●アイ･オー･データ機器

22型ワイドでVistaをフル活用

光沢のないノングレアワイド液
晶パネル採用で、表計算や2画
面同時表示などに威力を発揮
する。「Windows Vistaプレミア
ムロゴ」を取得し、Windows
VistaのカレンダーやRSSリー
ダーなどガジェットを使えるサイ
ドバーを常に表示しても、他の
ウインドウの邪魔にならない。
また、HDCP対応DVI-D端子搭
載、高速応答5msのスペックは
ハイビジョン映像もクッキリ映
し出す。「アスペクト比固定拡
大機能」により、縦横比を崩さ
ず表示が可能。

FlexScan L761T-Cス
ク
エ
ア
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

●ナナオ

USBシリアル転送方式を採用したタッチパネル型モニタ

指入力に対応し、高いタッチ耐
久性がある19.0型タッチパネル
を搭載した「L761T-C」。通信方
式にUSBシリアル転送方式を採
用し、各種機器への組み込みを
容易にした。システム起動時、短
時間で輝度を安定させる「輝度ド
リフト補正」や、バックライトの輝
度をセンサー検出して自動補正
する「ブライトネス自動補正」など
の機能を備える。病院などの各
種施設の受付業務、情報検索用
途として活用できるモデルだ。

第2特集 選択肢が広がる液晶ディスプレイ その選択と活用ポイント

LCD-AD221XW

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
フ
ィ
ル
タ

●光興業

明るすぎる光を半減させるフィルタ

「SUPER DESK 8 SLZ/PL」は、
明るすぎる光（可視光線）を透
過率50％以下に半減するフィ
ルタだ。静電気や紫外線、電
磁波を遮断し、有害要素から目
や体を守る。画面のチラツキ
や外光反射をカットするため、
小さな文字も見やすい。静電
気は、導電性透明金属膜を通
し、四辺の金属フレームからコ
ロナ放電式アースによって完全
に除去できる。フィルタ表面に
は、画面が汚れにくい「汚れ防
止効果膜」を採用した。

LDE-SX010Uデ
ィ
ス
プ
レ
イ
ア
ダ
プ
タ

●ロジテック

マルチディスプレイ環境をつくるアダプタ

「LDE-SX010U」は、USBポート
にアダプタを差し込むだけで、手
狭なディスプレイを複数台つなげ
て、簡単にマルチディスプレイを
構築できるアダプタだ。作業効
率が格段にアップできるほか、
「ミラーリングモード」ならプレゼ
ン時に最適な同一画面を二つの
ディスプレイに表示できる。さら
に『DVI-VGA変換アダプタ』を使
用すればアナログディスプレイに
も接続できるので、未使用のデ
ィスプレイや余っていたモニタの
有効活用もできる。

SUPER DESK 8 SLZ/PL

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

ノングレア22型ワイド
TFT液晶パネル

1,680×1,050

上下170°／左右178°

800：1

300cd/㎡
5ms

アナログRGB／
HDCP対応DVI-D 24pin

最大60W
37W（ECOモード時）

6.2kg

オープン価格

SPEC

定価

パネルタイプ

解像度　

標準視野角度

コントラスト比

最大輝度

応答速度

入力信号

消費電力

重量

19型カラーTFT液晶

1,280×1,024

上下178°／左右178°

1000：1
(タッチパネル装着後)

180cd/㎡(標準値)
20ms

DVI-D 24ピン×1、
D-Sub 15ピン(ミニ)×1

40W

約9.0kg (モニター部：約6.0kg)

オープン価格

SPEC

定価

可視光線カット
（可視光線透過率）

紫外線カット

外光反射カット

電磁波
（低周波の電界）カット

SLZ

46.2％

100％

0.03％

99.9％

PL

44.3％

100％

0.05％

99％

SPEC

定価

インターフェイス

外形寸法
（W×D×H）

質量

USB 2.0 High-Speed

54×82×23mm

55g

オープン価格

サイズにより異なるため
お問い合わせください

SPEC

定価

表記価格は税込



知らぬ間に被害を与える
悪質なスパムメールが急増

独立行政法人 情報処理推進機構

（IPA）の発表によると、コンピュータウ

イルスの届出件数は、2006年の44,840

件に対して2007年は34,334件で減少傾

向にある（表1）。これは、PCユーザー

のセキュリティ対策が浸透したことが

要因のひとつといえる。その一方で、

セキュリティベンダーの調査では、ウイ

ルス感染被害の総報告数が月ベース

で増加しているケースもあり、コンピュ

ータウイルスによる被害は横ばいとい

った状況である。しかし、そうした状

況の中でも、スパムメールは急増する

一方だ。

スパムメールとは、広告やフィッシン

グ詐欺、ウイルス感染などの目的で、受

信者の意に反して無差別かつ大量に

送信され、受信者本来のメールの利用

を妨げる迷惑メールのことだ。迷惑メ

ールはこの数年、増加する傾向にある

（表2）。また世界で流れているメール

の約80％はスパムメールだという。ス

パムメールが大量に送られてくること

で、その対応に時間を取られてしまっ

たり、本来受け取るべきメールに気付

かないといった問題が、近年、深刻化

している。たとえメールソフトでスパム

メールを削除しても、メールサーバには

残るので、知らぬ間にメールサーバの

容量がいっぱいになり、メールの受信

ができなくなることもあるのだ。

特にここ数年は、スパムメールは悪

質化している。あたかも重要なメール

であるかのように装い、本文に記載さ

れているURLをクリックすると、ワンクリ

ック詐欺やフィッシング詐欺などの悪質

サイトへ誘導するものもある。まさに犯

罪行為そのものだ。

こうしたスパムメールの対策を個人

任せにしておくのは危険である。企業

全体で適確かつ効率的に対処できる

環境を整えておく必要がある。さもな

いと、いつ何時、スパムメールの巧妙

な罠にかかり、思いもよらない被害を

受けるとも限らないからだ。

そこで、スパムメール対策ツールとし

て評価の高い3製品を紹介したい。い

ずれも、ハードウェアとソフトウェアが一

体化したアプライアンスタイプなので導

入提案しやすいメリットがある。

F
o
c
u
s

ス
パ
ム
メ
ー
ル
対
策
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

Focus  スパムメール対策アプライアンス

28 29

ここ数年、悪質なスパムメールが急増している。スパムメールは、単なる広

告メールだけでなく、危険なサイトに誘導して犯罪行為を行うものもある。

さらに、大量のスパムメールにメールサーバやストレージなどのリソースが

侵食されて、業務効率の低下を招き、余計な設備投資をしなければならな

いこともある。そうしたスパムメールによる被害を防ぐことは、今やどこの企

業においても共通の課題である。そこで、スパムメールの実情を踏まえたう

えで、スパムメールを手間なく効率的に撃退できる対策ツールを紹介したい。

F O C U S

急増するスパムメールを手間なく撃退する
スパムメール対策アプライアンス
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■表1　ウイルス届出件数

出典：独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）
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■表2　近年の迷惑メール受信数推移

出典：（財）日本産業協会　迷惑メールの統計『迷惑メール受信状況』より。

※（財）日本産業協会が設置した迷惑メール受信用端末機が受信した件数。

電子メールの総量を大幅に削減する

Symantec Mail Security 8100シリーズ

シマンテックの『Symantec Mail
Security 8100シリーズ』は、TCPプ
ロトコルのレベルで電子メールのト
ラフィックを制御し、送信パターンを
客観的に分析することでスパムメー
ルを企業内ネットワークに入る前に
ブロックし、正規の電子メールは遅
滞なく確実に受信する。不要なスパ
ムメールが強制的に送り付けられる

ことを防ぎ、電子メールの総量を大
幅に削減することができる。これに
より、メールサーバやストレージの容
量を抑制し、ネットワークのボトルネ
ックも解消する。スパムメールは送
り先のサーバに戻されるので、ユー
ザーではなく、スパムメールを送って
きた相手のメールインフラに負荷が
かかることになる。

インターネットのあらゆる驚異から守る

InterScan Gateway Security Appliance

トレンドマイクロの『InterScan
Gateway Security Appliance』
（IGSA）は、ウイルス、スパイウェア、
スパムメール、Webフィルタリングを
まとめて対策可能なオールインワン
専用機で、インターネットゲートウェイ
上での包括的セキュリティ対策を実
現し、企業ネットワークをあらゆる脅
威から守ることができる。スパムメー

ルについては、IPフィルタリング方式
とコンテンツフィルタリング方式とい
う2種類の機能を使い分けてブロッ
クし、強力なスパムメール対策を実
現する。豊富な機能と運用の簡易性
によって、セキュリティ対策に費やす
時間と費用を大幅に節約し、専任の
システム管理者がいない中小企業で
も安心して運用できる。

Web/E-mailを介した情報漏えいをブロック

Secure Internet Gateway Model

マカフィーの『Secure Internet
Gateway Model』は、整合性分析、
ヒューリスティック、ベイジアンフィル
タ、ブラックリスト/ホワイトリスト、フ
ィッシングURL DBによる複合的な
スパムフィルタリング技術を使用し、
総合的なスパム／フィッシング判定
を行う。また、「ストリーミングアップ
デート」により、毎分アップデートの

有無を確認し、アップデートがあれ
ば、分単位で自動的にスパムルール、
フィッシングURL DBのアップデート
を適用。こうした卓越したスパム/フ
ィッシング対策機能により、最大
98%の高検知率を誇る。レポート管
理機能など優れた運用管理性によ
り、円滑で効率的なシステム運用を
サポートする。

シマンテック

トレンドマイクロ

マカフィー
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IT系雑誌やインターネットのコラムなどで広く活躍するフリーライター。
執筆歴は15年以上におよぶ。1960年生まれ。
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パーソナルコンピュータの歴史は、高性能化の歴史

であるとともに、低価格化の歴史でもある。いや、高性

能化と低価格化が同時に展開されてきた、という方が

より正確かもしれない。当初は100万円を超えるのも

そう珍しいことではなかったパーソナルコンピュータ

の、今の売れ筋はディスプレイ込みで10万円前後だ。

ここまでくると、コストの多くは筐体や電源、ソフトウェ

アライセンス、さらには流通コストやサポート費用など、

これ以上削るのが難しい経費で占められ、大幅な値下

げは困難だと思われてきた。

しかしここにきて、ふたたびPCの低価格化が図られ

ようとしている。Intelは、インターネット接続による

Webアプリケーションの利用を前提とした、新しい低

価格PCのプラットフォームとしてデスクトップPC型の

Nettopと、ノートブックPC型のNetbookを提唱、これら

のプラットフォーム向けに新しいプロセッサブランド

「Atom」の立ち上げを行った。Nettop/Netbookが目指

す価格帯は、500ドル以下の低価格層で、当初は途上

国向け、中でも教育市場を強く意識していた。

ところが、Netbookのプロトタイプとも考えられる低

価格PC（ASUSのEeePC、EverexのCloudbookなど）

が、日本や北米といった「成熟市場」で、思わぬヒットと

なり、様子が変わってきた。500ドル以下の低価格を

実現することで、2台目需要を喚起できることが判った

のである。この市場に対応するべく、Microsoftも最新

のWindows Vistaより、少ないリソースで利用可能な

Windows XP Homeの販売延長を決めるなど、低価格

PCは大きな流れになりつつある。

Nettop/Netbookが従来の低価格PCと異なるのは、

最初から低価格を前提にコストの積み上げを行ってい

ることだ。そのために削れるものは、ドンドン削る。従

来のアプローチが、PCとしての機能や性能を維持した

まま、いかに低価格を実現するか、というものだったと

すれば、Nettop/Netbookは機能や性能を削っても低価

格を実現しようというアプローチだ。ストレージ容量は

限られているし、メモリ容量も少ない。自ずと利用範囲

は限られるが、PC利用の重心がインターネットにシフト

した結果、ユーザーは必ずしも1台のPCにすべての機

能、最新の技術を求めなくなっている。

Intelがその心臓部にと考えるAtomプロセッサは、低

価格と低消費電力を第一に、新規開発された。ある程

度性能を犠牲にしてもトランジスタ数を減らしてダイ面

積を縮小し、製造コストと消費電力を切り詰める。一

般的なPCで使われるプロセッサより一桁少ない4,700

万トランジスタで、4分の1程度に過ぎないダイ面積

（24.2平方ミリ）を実現したAtomプロセッサは、1枚の

半導体ウェハから最大2,500個とることが可能だ。

同時に、その最大消費電力は0.65W～4W程度と格

段に低い。これなら冷却ファンのないパッシブヒートシ

ンクで済ませることもできる。冷却ファンを省略できれ

ば、単純にその分のコストを削減できるだけでなく、筐

体の小型化、流通コストの低減など、その効果はさま

ざまなところへ波及する。

Intelをはじめ、低価格PCを推進するベンダーは、

低価格PCが既存のPCとは異なる新たな市場を切り

開いてくれると期待している。それは『EeePC』など、

初期の低価格PCには当てはまっていることだが、果

たして本当に既存のPCと同じ市場で食い合うことに

ならないのか。本格展開が始まる今年の後半が注目

される。
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コラム　知ればお得な　最新IT用語検定！

公衆回線をいかにも専用回線のように利用でき、コスト削

減に役立つサービスの名称は？

1.「フレームリレー」だと聞いた記憶があるなぁ

2. それは「専用線」だ、安全性も確保できる

3. 「広域イーサネット」ならコストもしれてます

4. コスト削減が前提なら「VPN」だわ

ネットワークに直接接続できるストレージ機器で専用ファ

イルサーバとして利用可なのは？

1. 種類も多い「仮想サーバ」だわ、間違いなし!

2. 注目されてる「NAS」ですね、当社も活用中

3. サーバ関係なら「Apache」じゃないかしら

4.「IIS｣です、ソリューションも関連しますし

情報システムを応用して企業が顧客と長期的な関係を築

く、常連客囲い込み手法を略して？

1.「CAM」です、情シスのヒトに聞きました

2.「CIM」です、情シスのヒトが話していたわ

3. 顧客が関係するなら「CRM」ですよ、キマリです

4. それなら「SCM」ですね、ネットで調べました

設　問 0 3

設　問 0 2

設　問 0 1

入出金処理のように関連する複数の処理を一つの処理

単位としてまとめたものの呼び方は？

1.「トランザクション」です、有名ですから

2. パケットも関係する「コミット」ですね

3. 当然、「排他制御」だね、

基本じゃないの？

4. まとめるなら「パケット」に

決まっています

内部ネットワークからインターネット接続を行うときに設置

される代理サーバの総称は？

1. セキュリティ面からも「プロキシ」です

2. 確か「ブラクラ」と知人から聞いたんです

3. ネットが関わるなら「マイクラ」だと思います

4.「リバース」です、社内SEが話してました

不特定多数のPCが相互に接続され、情報を送受信させ

るインターネットの利用形態とは？

1. 有名な「Share」です、ネットで利用します

2. 相互接続なら「P2P」だ、今後も拡大する

3.「Winny」も利用次第と技術者が話してたなぁ

4. ファイルも関係するから「DOM」だと思います

設　問 0 6

設　問 0 5

設　問 0 4

t e x t × K o t o n a r i  S h i m a k a w a 【 島 川 言 成 】

PC成熟期はデジタルクリエイター養成専門学校講師。PC黎明期は
秋葉原の有名量販店幹部、PC成長期は国内機械翻訳ベンチャー管
理職及び外資系音声認識・合成企業、国内マーケティング部長、セ
キュリティベンチャー企業社外取締役を歴任。硬軟自在にIT業界を
活写する定評は高く多くのファンを持つ。

解答は右頁下

設問１→4 VPN(Virtual Private Network)／設問→2 NAS(Network Attached Storage)／設問３→3 CRM(Customer Relationship Management)
設問４→1 トランザクション／設問５→1 プロキシ／設問６→2 P2P(Peer to Peer)

知ればお得な

最新IT用語検定！
島川言成のオモシロマジメ解説付き

【第2限目】

筆者の手元に'86年と'07年のIT用語辞典があります。厚さの違いに

驚きます。おおよそ５倍は違います。過去のそれの薄いこと。当時はネ

ットワークに関する用語は、パソコン通信（懐かしいですね）に関連し

たわずかな数。インターネットの普及とともにパソコン用語は爆発的に

増大しました。サーバ関連用語も当時はほとんど見かけられません。

さあ、毎日のように増えているIT業界用語をお勉強しましょう。

○費用対効果から注目されています（設問01）

もともとは全国に拠点を持つ大企業の内線電話などを公衆回線

を中継して接続するサービスでした。現在では、データ通信の拠

点間接続サービスを意味するのがVPNです。通信キャリアのバッ

クボーンネットワークを通じて、企業内LANを相互接続すれば、低

コストでインフラ整備可。送受信データは、認証や暗号化で厳重

に保護・管理され、混信・漏えい・盗聴などの心配もご無用です。

通信事業者の保有する広域IP通信網を経由させた場合はIP-

VPNと呼んだり、インターネット上で実現したVPNをインターネット

VPNと呼びます。

○独立したPCではありませんが（設問02）

HDDとネットワークインターフェース、OS、管理用ユーティリティなど

を一体化した単機能サーバ（アプライアンスサーバ）がNASです。記

憶装置をネットワークに直接接続したかのように見えますから、この

名称になりました。ネットワーク接続された他のPCから、通常のフ

ァイルサーバのように、共有ディスクとして使用できます。ファイルシス

テムやネットワーク通信機能が内蔵していますから、システムへの導

入や追加も簡単です。高性能のNASでは、複数のHDDを搭載し

RAID機能やホットスワップ機能を持つものもあります。

○今後も長くお付き合いしたいから（設問03）

顧客のニーズやウォンツを把握し、顧客志向の商品やサービスを

提供することは、企業の使命です。CRMに成功した企業は、顧客

と強固な関係を構築できますし、自社の収益力や競争力を向上さ

せられます。CRMは事前に目的、範囲、効果目標などを明確して

おくソリューションで、最近では、FAQ構築で業務効率化を目指し

解　説

てみたり、顧客の声（VOC=Voice of Customer）分析による経営

戦略に対する貢献などで注目されています。営業部門ではSFA

（=Sales Force Automation）の導入で営業力強化を企図する企

業が数多くあります。

○システムダウンは許されないから（設問04）

商品が納品された場合をイメージしましょう。入庫処理の実施で

は、入庫データの記録だけでなく、在庫残高の更新が同時に実行

されないと整合性に欠けます。複数の処理をひとつにまとめてトラ

ンザクションできれば、必要な処理の全てが成功した場合にだけ、

データベースが更新される制御が可能になります。オンラインバンク

における入出金、オンラインでの座席予約は、オンライントランザク

ション処理と呼ばれ、最近ではこちらのほうが圧倒的です。排他制

御、応答速度、トラブル予防、復帰能力などが注目されています。

○ロシアの食べ物ではありません（設問05）

社内ネットワークとインターネット間でアクセス制御を行ったり、社内

ネットワークとインターネット間のトラフィックを軽減させるとき、採用す

べきはプロキシです。不正侵入を防止するセキュリティを実現させな

がら、内部ネットワークから外部インターネットへのアクセスを中継・

管理するために導入されます。社内では許可したユーザーだけに

インターネットの特定サービスが使えるようにする設定もできます。ア

クセス制御用プロキシサーバでは、通常アプリケーション・ゲートウ

ェイ型のファイアウォールで動作させます。

○コンテンツ配信にも有益です（設問06）

通常のクライアント・サーバモデルは、データの保持・提供するサ

ーバと、データを要求・アクセスするクライアントの2つの機能が固定

されています。P2Pは自律分散型のネットワークモデルで、サーバま

たはクライアントに固定されません。データを一括保持するサーバを

持つハイブリッドP2P、サーバを持たないピュアP2P、処理能力の高

いノードが自発的にデータの場所を探索・保持する

スーパーノード型P2Pなどがあります。サーバトラフ

ィックへの負荷集中回避などP2Pの利点をビジネ

スチャンスと見る企業もあります。
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わが社の情報漏えい対策は大丈夫かね ?

情報漏えい事件があとを絶ちません。中小規模の会

社では、情報システム担当者に対して経営トップが唐

突に「わが社の情報漏えい対策は大丈夫かね？」とい

う質問をするという話を良く聞きます。たいていは、同

業他社などからの情報漏えい事件が発端になります。

もし、こうした経営トップの発言がSIベンダーの耳に

入れば、これは大きな商機です。「ユーザーに最適なソ

リューションを提案することがSIの仕事だ！」とばかり

に、情報収集やヒアリングに走ります。しかし、どうや

って「最適」を決めるのでしょうか。ユーザーの要求で

しょうか？その要求は、ユーザーが真剣に検討した結

果なのでしょうか？

簡単に「問題は無い」と答える日本人のメンタリティ

上司から先のような質問をされた担当者は、たいて

い困惑、怪訝な表情です。ただでさえ本業で忙しいと

ころに加えて、ユーザーのPCが壊れたり、サーバやネ

ットワークが不調になったりと、雑務に追われているの

が普通です。本当は問題を抱えていることに気づいて

いても、そこから目を背けて先送りしておけば、当面の

仕事は増えません。忙しいユーザーは、そうして日々を

過ごしているのです。だから「問題はない（と思う）」と

答えます。本音は「対策しても漏れるときは漏れる」「な

るようになるさ」という諦めなのかもしれません。

筆者は仕事の中で沢山のミーティングに出席し、さ

まざまな報告を聞きますが、いつも気になるのはこの

「問題はない」という報告です。どうも日本人は自らの体

面を保つことを最優先にする人が多く、多少の心配事

や未検討の問題があっても、根拠もなく「どうにかなる」

と考える人が多いようです。考えるだけならまだしも、

そう報告してしまうのは問題です。もちろんメンタリティ

としての楽観主義は悪いことではないと思います。個

人的な問題であればそれでもいいかもしれませんが、

仕事である場合は困ります。

問題を指摘するところからスタート

情報漏えい対策の問題であれば、その要件を決める

ための代表的な手法は「リスクマネジメント」です。とこ

ろが、ユーザーは言葉は知っていても、その基本であ

る「リスク分析」と「リスク評価」の違いすら、しっかり理

解していることは少ないのが現状です。漏れては困る

情報にどんなものがあって、現在の管理状態から漏れ

る可能性はどのくらいか？を分析し、もしそれが漏れた

時にどのような損害が発生するのか？を評価すること

が必要です。しかし、販売店のみなさんはこの基本を

まともに実行しているユーザーに会ったことがあります

か？少なくとも筆者は会ったことがありません。そうし

た分析もせずに、問題があるかないかという結論だけ

を求める二分法の発想は、問題を隠してしまうことに

なります。

ではどうすべきでしょう。情報漏えい対策に限らず、

SIベンダーはソリューションを提案する前に、具体的な

問題を明らかにしてあげるところから始めるべきです。

問題解決の前に、問題を分析するソリューションの提

案が必要ではないでしょうか？

たとえば、筆者はシステム管理者としての経験を生

かして、Windows Serverの監視ソフトウェアである製

品開発に関わっています。これは稼動している

Windows Serverにどのような問題が発生しているかを

指摘するソフトウェアです。こうした問題分析の製品提

案が有効ではないでしょうか。

「問 題 ない」と 考 えるユー ザ ー の

「問 題 」を具 体 的 に 掘り出してますか ?

難攻不落のユーザーをつかめ

柳原秀基の目 から鱗 の I T 夜話

t e x t × M o t o k i  Y a n a g i h a r a 【 柳 原 秀 基 】

1 9 8 0年代から国内機械製造メーカーの社内SEを経験。主に
AS/400,Windows NTによるシステム構築を担当。Windows系ユーザコミ
ュニティの設立に参画し、代表を務める。現在は大阪市立大学大学院創
造都市研究科博士（後期）課程に学生として在籍しつつ、大学非常勤講師、
講演、運用管理系ソフトウェアベンダへの助言、開発支援を行っている。
Microsoft MVPを受賞。著書に「システム管理者の眠れない夜」(IDG)など。
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携帯電話は今や、電話をかけるだけではなく、

メール、Webサイト閲覧などさまざまなシーンで活

用できるツールとなりました。

たとえば、社内にある顧客情報や案件情報など

のデータベースに、携帯電話でアクセスできるよう

にすれば、社員間で情報が共有でき、業務の成

果を高める効果がでてきます。この場合、パケット

通信料が気になるところですが、携帯によっては

「無線LAN」の機能を搭載した機種もあり、社内

での通信時にはパケット通信料がかからないもの

も出てきています。

業務効率を高める上で、多くの企業が社内ネット

ワークで活用しているアプリケーションとして、グル

ープウエアがあります。外出時にもノートPCからア

クセスできる点で、一層効果を発揮できます。

これを携帯電話から接続できるようにすると、ノ

ートPCにおいて要していた起動から接続までの

時間などが不要になり、生産性が向上します。ま

た、外出先でメールを確認でき、重要な連絡など

を逃さずに済むようにもなります。スケジュールへ

のアクセスができることで、外出先から会議の設

定もできます。承認・決裁のワークフローの処理も

スムーズに行うことができ、顧客満足度の向上に

もつながるなど、さまざまなメリットが得られます。

一般的なグループウエアであれば、このような携

帯電話と連携したサービスは提供されています

が、中小企業が導入するにあたって、頭を悩ます

のが「導入コスト」です。これは、ASP型のサービ

ス形態になったものを導入することで、比較的コス

トを抑えることが可能です。auのサービス

「Business EZ」は、無料で「スケジュール」や「業務

報告」の書き込みや確認ができ、最大100人まで

のメンバー間で情報共有が可能となる本格的なサ

ービスを提供しています。

コスト面のほかの問題点としては、スケジュール

管理をする際に携帯電話の画面が小さいため、

PCに比べて一度にディスプレイ表示できる情報が

少なくなり、画面表示に操作の手数が増えます。ま

たメールの送受信においては、ボタンが小さく、数

が少ないので変換に手間がかかるなど携帯であ

るがゆえのデメリットもあります。

こうした運用上のメリット、デメリットを加味し、ノ

ートPCの使用が困難な際には携帯電話を活用し

て情報を共有するなど、2つのツールを融合した導

入がポイントになります。

文責：小松和弘

携帯電話を使った情報共有の
「サービス」と導入ポイント

最新ITキーワード
コンサルタントに聞け

IT導入指南
社団法人中小企業診断協会IT利活用研究会
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